■（一社）熊本県社会福祉士会・社会福祉士学会一般演題抄録書式

	タイトル
	

	サブタイトル
	

	発表者氏名（会員番号）
	

	共同発表者氏名（会員番号）
	

	所属先
	

	活動分野
	例）児童、高齢、障がい、医療、SSW、司法など

	発表内容（抄録本文）
	


≪社会福祉学会　抄録作成上の注意点≫
１．抄録は、上記（一社）熊本県社会福祉士会・社会福祉士学会一般演題抄録書式を参照し、作成してください。
２．原稿は、タイトル・発表者氏名などを含めＡ4版１枚以内で作成してください。Ａ4版横書き、1ページ40字×40行、余白は、上下左右25ミリとしています。
３．タイトル、サブタイトル、見出しのフォントは、ゴシック体10pt、太字とし、発表者名、会員番号などおよび本文は、明朝体10ptとして下さい。英数字は、半角としてください。

３．発表者は、（一社）熊本県社会福祉士会の会員に限ります。共同研究の場合は、
発表者名の前に○を付けてください。

４．抄録の内容は、調査研究の場合は「研究目的、研究方法、倫理的配慮、結果、考察」、事例研究の場合は「はじめに、事例紹介、倫理的配慮、経過、考察」でまとめてください。倫理的配慮については、日本社会福祉士会の「会員が実践研究等において事例を取り扱う際のガイドライン」等を参照してください。
５．引用文献は、適切に記載してください。なお、図や表の掲載は不可とします。

６．提出された抄録は、学会資料集の版下として使用しますので、所定の様式で作成したものをメール添付にて送付してください。

７．原稿全体を統一するため、学会実行委員会で若干の修正を加える場合があります。あらかじめご承知おきください。

≪社会福祉士学会　発表上の注意点≫
１．発表方法は、パソコン（WindowsのPower Point）による発表を基本とします。パソコンによる発表が不可能な方は、抄録での発表になります。

２．パソコンによる発表の場合、文字化けを防ぐため、ＭＳゴシック、ＭＳ明朝、Arial、Century、Times New Romanのいずれかをご使用ください。

３．動画については、機材の都合上、使用できません。

４．時間は、発表15分、質疑応答5分の計20分を予定しています。

≪社会福祉士学会　追加資料の提出について≫

発表決定者については、発表スライド資料等を当日配布する場合には、Ａ4版4枚以内で追加資料を提出することができます。詳細は実行委員会へお尋ね下さい。
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